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テムズ水道の削り取り機械を多数写真にと
り、東京都水道局へ提供し、出入りの業者に
頼んで、日本に合った機械を開発した。 
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実測の損失水頭は、ろ過速度の指標。
ろ過抵抗の指標でない。 
 



 

取水した河川水は、厳寒期は、ほぼ零度だが、取水してから数キロ、道路の下に
埋設した導水管で暖めれれ、プラス約３～５℃になった。でも、ろ過池の水面は
冷やされ、凍結する。最低気温はマイナス５～マイナス 10℃になる。 
 



 

原水が降雨で濁っても、沈殿池だけで、凝集剤を
添加しなくてもろ過池流入水濁度は 10 度以下。 
 



 
大きい砂でも砂層内へは、汚れは入らない。 
 浄水濁度基準は２度、クリプト対策で 0.1 度以下

を目標へ。染屋や高崎のろ過水は 0.000 度。 
 


